
本マニュアルは「実践的な」マニュアルを目指していることから、本篇でのイラストは全て電子データ
でダウンロードが可能です。そのままイラストを活用しても、更にスローガン等の文字を

追加するなど、各企業の実情に合わせて手直しすることも可能です。

本マニュアルは、「職場の危険の見る化」を行うための実践的なマニュアルです。
対象は、「多店舗展開している飲食業」、「多店舗展開している小売業」及び「社会福祉施設」
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この「職場の危険の見える化」マニュアルの対象は、

１　「多店舗展開している小売業」で、

　　　・総合スーパー

　　　・食品スーパー

　　　・衣料品スーパー

　　　・住生活スーパー

　　　・ディスカウントストア

　　　・百貨店

　　　・家電・家具販売店

　　　・ホームセンター

　　　・ドラッグストア

　　　・コンビニエンスストア

　　　などが該当します。

２　「多店舗展開している飲食業」で、

　　　・ファストフード

　　　・チェーン店系専門飲食店

　　　・ファミリーレストラン

　　　・チェーン店系居酒屋

　　　・チェーン店系カフェ

　　　などが該当します。

３　「社会福祉施設」です。

　　　主として

　　　・高齢者介護施設　　を対象としています。

1 ページ ～

13 ページ ～

23 ページ ～

全国的な小売業の労働災害の傾向　
　全国的に、小売業の労働災害は増加傾向にあります。特に、転倒、動作の反動・無理な動作
（腰痛）、転落・墜落、切れ・こすれ、が代表的な災害です。

「職場の危険の見える化」のすすめ
　こうした労働災害の防止対策の有効なツールの一つが、「職場の危険の見える化」です。
職場に潜む危険などは、視覚的に捉えられないものが多数あり、これらを見える化することで、
より効果的な安全衛生活動を行うことができます。

多店舗展開している小売業
－職場の危険の見える化－

1.

小売業の休業４日以上の労働災害の推移

（人）

小売業での休業４日以上の死傷者の事故の型別
（平成29年　厚生労働省）

本マニュアルは「実践的な」マニュアルを目指していることから、本篇でのイラストは
全て電子データでダウンロードが可能です。各イラストにはイラスト番号が付してあり
ます。そのままイラストを活用しても、更にスローガン等の文字を追加するなど、各企
業の実情に合わせて手直しすることも可能です。また、小売業においては、掲示をする
個所がお客様から見えて、「見える化」を行うことが困難な場合には、バックヤードや
事務所、更には作業マニュアル等の中で「見える化」を行うことが効果的です。

また、本社・本部は、各店舗の意見を踏まえて、定期的に「見える化」の見直しを行
うことが重要です

本マニュアルの使い方
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